
��� 第２４２１号　　 2026年６月11日号

　

６
月
は
「
男
女
平
等
推
進
月
間
」

だ
。
こ
の
間
、
男
女
平
等
講
演
会
や

座
談
会
な
ど
を
通
じ
、
制
度
や
慣
習

な
ど
の
社
会
構
造
に
よ
っ
て
無
意
識

の
う
ち
に
差
別
や
偏
見
が
生
み
出
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
啓
蒙
的

に
「
差
別
は
良
く
な
い
」
と
訴
え
る

だ
け
で
は
変
わ
ら
な
い
。
生
活
や
職

場
の
中
で
ど
の
よ
う
な
差
別
が
あ
る

の
か
を
捉
え
、
そ
の
背
景
に
あ
る
社

会
構
造
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る

必
要
が
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な

く
し
、
男
女
平
等
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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13日㈯
2026年度女性セミナー
 （砂川市・ウェブ）
17日㈬
男女平等講演会
 （札幌市・対面、ウェブ）
23日㈫
人員確保闘争に関するウェブ学習会（ウェブ）

６月

な
ど
全
体
で
27
本
の
発
言
が
あ

り
、
当
面
す
る
闘
争
方
針
が
補

強
さ
れ
、
圧
倒
的
多
数
の
賛
成

に
よ
り
確
認
さ
れ
た
。

　

最
後
に
石
上
委
員
長
が
、「
産

別
構
造
改
革
が
自
治
労
に
と
っ

て
組
織
強
化
に
つ
な
が
る
議
論

と
な
る
よ
う
、
８
月
の
定
期
大

会
に
向
け
て
本
部
と
し
て
も
努

力
す
る
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
政
治
闘
争
に
つ
い
て

「
総
選
挙
の
取
り
組
み
に
お
け

る
課
題
や
、
単
組
・
県
本
部
が

の
総
括
を
丁
寧
に
行
い
、
政
治

闘
争
の
意
義
・
必
要
性
を
共
有

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
強
調
。

来
年
の
統
一
自
治
体
選
挙
に
向

け
た
体
制
強
化
と
、
２
年
後
の

第
28
回
参
議
院
議
員
選
挙
で
の

組
織
内
・
鬼
木
ま
こ
と
の
再
選

を
誓
っ
た
。

　

そ
の
他
、
各
県
本
部
な
ど
か

ら
も
、
産
別
構
造
改
革
、
賃
金

闘
争
、
人
員
確
保
闘
争
や
新
規

採
用
職
員
の
組
合
加
入
促
進
、

組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み

抱
く
問
題
意
識
、
今
後
の
政
治

闘
争
の
展
望
が
見
え
に
く
い
と

の
意
見
に
つ
い
て
も
、
本
部
と

し
て
受
け
止
め
て
い
る
。
さ
ら

に
努
力
を
重
ね
、
組
織
全
体
が

前
に
進
め
る
方
針
を
つ
く
り
、

議
論
し
て
い
き
た
い
」
と
強
調

し
た
。
そ
の
う
え
で
、「
本
部
の

決
意
と
し
て
受
け
止
め
て
い
た

だ
き
、
地
域
で
の
取
り
組
み
強

化
と
運
動
前
進
に
向
け
て
力
を

尽
く
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
、

閉
会
し
た
。

　

５
月
25
～
26
日
、
自
治
労
第
１
７
０
回
中
央
委
員
会
が
ウ

ェ
ブ
で
開
か
れ
、「
当
面
す
る
闘
争
方
針
」
に
対
し
て
27
本
の

発
言
が
あ
り
、
本
部
方
針
が
補
強
・
可
決
さ
れ
た
。
中
央
委

員
会
に
は
全
国
か
ら
代
議
員
・
傍
聴
者
６
０
０
人
、
う
ち
北

海
道
か
ら
23
人
（
う
ち
女
性
７
人
）
が
参
加
し
た
。

　

石
上
中
央
執
行
委
員
長
は

「
２
０
２
６
人
勧
期
闘
争
・
賃

金
確
定
闘
争
」「
政
治
を
め
ぐ
る

情
勢
」「
産
別
体
制
・
財
政
の
構

造
改
革
」
に
つ
い
て
触
れ
、
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

全
体
討
論
で
は
、
北
海
道
か

ら
蒲
池
書
記
長
が
本
部
方
針
を

支
持
・
補
強
す
る
立
場
で
発

言
。
蒲
池
書
記
長
は
、
多
く
の

公
立
・
民
間
病
院
が
経
営
危
機

に
あ
り
、
病
院
の
経
営
努
力
だ

と
連
帯
に
基
づ
く
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
政
治
勢

力
の
形
成
と
、
政
治
方
針
の
補

強
に
向
け
た
議
論
を
進
め
る
考

え
を
示
し
た
。

　

産
別
体
制
・
財
政
の
構
造
改

革
に
つ
い
て
は
、
統
一
闘
争
の

再
構
築
や
要
求
・
交
渉
の
強

化
、
組
織
強
化
・
拡
大
と
体

制
・
財
政
基
盤
の
構
築
が
重
要

と
の
認
識
を
示
し
、
８
月
の
第

１
０
０
回
定
期
大
会
で
の
成
案

化
に
向
け
て
努
力
を
続
け
る
と

決
意
を
述
べ
た
。

あ
る
。
人
事
院
交
渉
で
は
、
民

間
春
闘
の
結
果
を
公
務
員
賃
金

に
反
映
さ
せ
、
物
価
高
に
負
け

な
い
賃
金
水
準
の
確
保
を
め
ざ

す
。
ま
た
、
地
方
で
の
主
体
的

な
賃
金
決
定
に
向
け
た
運
動
展

開
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　

政
治
情
勢
で
は
、
自
維
政
権

に
よ
る
独
断
的
な
国
家
運
営
や

国
会
軽
視
の
傾
向
に
懸
念
を
示

し
た
。
特
に
税
と
社
会
保
障
を

め
ぐ
る
議
論
で
は
、
労
働
者
の

意
見
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
危
機
感
を
持
つ
と
し
、
共
生

　

連
合
春
闘
で
民
間
労
組
の
賃

上
げ
率
が
５
％
超
を
維
持
し
て

い
る
が
、
中
東
情
勢
な
ど
を
背

景
と
し
た
物
価
高
が
続
く
中
、

持
続
的
な
賃
上
げ
が
不
可
欠
で

け
で
は
改
善
が
困
難
な
状
況
に

あ
る
と
指
摘
。
市
立
室
蘭
総
合

病
院
の
賃
金
削
減
や
閉
院
問
題

へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
組
合
員

の
雇
用
確
保
を
最
大
の
課
題
と

位
置
づ
け
、
単
組
や
地
方
本
部
、

衛
生
医
療
評
議
会
、
連
合
地
域

協
議
会
と
連
携
し
な
が
ら
取
り

組
み
を
進
め
る
と
発
言
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
地
域
医
療
を
安

定
的
に
維
持
す
る
た
め
に
は
財

源
確
保
に
向
け
た
制
度
改
善
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

部
に
対
し
、
地
方
自
治
法
第
99

条
に
基
づ
く
意
見
書
採
択
の
取

り
組
み
強
化
を
求
め
た
。

　

ま
た
、
政
治
闘
争
に
つ
い
て

は
、
本
部
に
対
し
て
「
政
治
闘

争
方
針
」
の
再
確
立
を
早
急
に

進
め
る
こ
と
を
求
め
る
と
と
も

に
、
第
27
回
参
議
院
議
員
選
挙

と
第
51
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙発言する蒲池書記長

参加者全員で意思統一をした＝５月22日、
東京都・有楽町よみうりホール

悪天候の中、デモ行進を行った＝
５月22日、東京都

人勧期闘争・賃金確定闘争に向けて意思統一した＝５月26日、東京都

石上中央執行委員長

法
定
受
託
事
務
増
加
に
よ
る
地

方
負
担
へ
の
懸
念
が
示
さ
れ
、

「
地
域
の
実
情
を
国
に
届
け
て

い
く
」
と
の
考
え
が
述
べ
ら
れ

た
。

　

中
道
改
革
連
合
の
小
川
淳

也
・
自
治
労
政
策
協
力
議
員
と

の
意
見
交
換
で
は
、
奨
学
金
返

済
や
独
身
世
代
支
援
の
課
題
を

議
論
。
参
加
者
か
ら
は
、「
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
守
る
た
め
に
、
現

場
の
声
を
大
切
に
す
る
必
要
性

を
共
有
で
き
て
良
か
っ
た
」
と

の
声
も
あ
っ
た
。

て
い
る
。
集
会
を
契
機
に
人
員

確
保
闘
争
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

そ
の
後
、
総
務
省
交
渉
の
報

告
や
単
組
の
取
り
組
み
報
告
を

受
け
た
。
集
会
終
了
後
は
「
町

村
職
員
の
賃
金
・
労
働
条
件
を

改
善
」「
地
方
財
政
を
充
実
」
な

ど
を
訴
え
、
デ
モ
行
進
と
国
会

議
員
へ
の
請
願
行
動
を
行
い
、

そ
の
後
、
２
班
に
分
か
れ
国
会

議
員
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

組
織
内
・
岸
ま
き
こ
、
鬼
木

ま
こ
と
参
議
と
の
意
見
交
換
で

は
、
専
門
職
確
保
の
課
題
や
市

町
村
事
務
の
都
道
府
県
移
行
に

つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

両
参
議
か
ら
は
、
地
域
を
支
え

る
専
門
職
へ
の
支
援
不
足
や
、

　

５
月
22
日
、
東
京
都
内
で
開

催
さ
れ
、
43
県
本
部
５
０
２
人

（
う
ち
、
北
海
道
か
ら
１
０
４

人
）
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
全
国
町
村
評
議

会
・
藤
本
議
長
が
「
町
村
は
人

員
の
余
裕
が
な
く
、
職
員
は
１

人
で
い
く
つ
も
の
業
務
を
担
っ

第
46
回
全
国
町
村
職
総
決
起
集
会

人
員
確
保
に
全
力
を
あ
げ
る

組
織
強
化
に
つ
な
が
る「
産
別
改
革
」議
論
を

中
央
本
部
あ
い
さ
つ
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部
で
60
通
り
。
当
方
、「
丙
（
ひ

の
え
）」「
午
（
う
ま
）」
生
ま
れ

で
あ
る
▼
干
支
に
よ
る
運
勢
は

迷
信
で
し
か
な
い
が
「
ひ
の
え

う
ま
生
ま
れ
の
女
性
は
気
性
が

強
い
」
と
い
う
こ
と
で
（
注

：

強
く
た
っ
て
弱
く
た
っ
て
い
い

だ
ろ
）、
１
９

６
６
年
は
驚
く

ほ
ど
出
生
率
が

低
い
と
い
わ
れ

て
い
る
。
既
に

数
年
前
か
ら
出

　

実
は
今
月
で
満
60

歳
、
還
暦
を
迎
え
る
。

が
、
定
年
で
は
な
い

▼
干
支
（
え
と
）は
、

十
干
（
じ
っ
か
ん
）

と
十
二
支
（
じ
ゅ
う

に
し
）
を
組
み
合
わ

せ
た
暦
の
言
葉
、
全

生
数
は
「
60
年
前
の
う
ま
年
生

ま
れ
」
を
下
回
っ
て
い
る
。「
迷

信
」
や
「
一
人
っ
子
政
策
」
で

は
な
く
、「
経
済
的
理
由
」
か
ら

出
生
数
は
減
少
の
一
途
で
あ
る

▼
江
戸
時
代
に
始
ま
っ
た
と
さ

れ
る
「
迷
信
」
は
全
く
騒
が
れ

な
く
な
り
、
現
代
は
真
逆
の

「
ひ
の
え
う
ま
年
」
ら
し
い
。

曰
く
、
２
０
２
６
年
は
行
動
を

起
こ
す
こ
と
で
運
気
が
上
向

く
、
挑
戦
と
飛
躍
の
年
、
な
ど

な
ど
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
「
迷
信
」

が
ネ
ッ
ト
上
を
駆
け
て
い
る
よ

う
だ

（
吉
田
雅
人
）

忙中忙中余話余話
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紙面ではお伝えできま
せんが、赤いジャンバ
ー着用している

　

私
が
筆
頭
理
事
を
し
て
い

る
デ
ジ
タ
ル
・
Ａ
Ｉ
特
別
委

員
会
で
は
、
デ
ー
タ
利
活
用

の
促
進
の
た
め
の
法
整
備
と

し
て
「
個
人
情
報
保
護
法
改

正
案
」
を
審
議
す
る
予
定
で

す
。

　

統
計
目
的
（
Ａ
Ｉ
開
発
を

含
む
）
で
あ
れ
ば
、
要
配
慮

個
人
情
報
で
す
ら
本
人
同
意

な
く
、
し
か
も
、
個
人
が
特

定
さ
れ
な
い
よ
う
に
こ
れ
ま

で
義
務
付
け
て
き
た
「
匿
名

加
工
」
や
「
仮
名
加
工
」
を

し
な
く
て
も
第
三
者
で
あ
る

事
業
者
が
入
手
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

問
題
が
あ
れ
ば
個
人
情
報

保
護
委
員
会
が
勧
告
な
ど
を

行
う
と
い
い
ま
す
が
、
あ
ま

り
に
緩
す
ぎ
る
規
制
緩
和
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
個
人
情

報
保
護
法
の
根
幹
を
蔑
ろ
に

し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
フ
ァ
イ

リ
ン
グ
や
情
報
漏
洩
な
ど
の

懸
念
が
多
く
、
歯
止
め
を
か

け
る
質
疑
が
で
き
な
い
か
と

悩
む
日
々
で
す
。

個人情報は守れるのか

岸真紀子

のきしまきさん

国会だより32

の
か
、改
め
て
再
確
認
で
き
た
。

賃
金
・
労
働
条
件
や
労
働
環
境

の
改
善
な
ど
を
当
局
と
交
渉
で

き
る
こ
と
に
労
働
組
合
の
意
義

を
感
じ
た
。

　

講
座
で
学
ん
だ
こ
と
を
単
組

内
で
共
有
し
、
仲
間
に
伝
え
て

い
く
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
組
織

強
化
、
意
識
向
上
を
は
か
り
た

い
。

渡邉 一徹さ
ん

（大樹町労連）

　

講
座
を
通
じ
て
、
労
働
環
境

の
改
善
に
は
組
合
員
の
団
結
と

組
織
力
が
不
可
欠
だ
と
思
っ
た
。

　

仲
間
の
思
い
を
結
集
し
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
と
安
心
し
て
働
け

る
職
場
を
守
る
た
め
、
足
元
か

ら
組
織
強
化
に
取
り
組
み
た
い
。

の
仲
間
に
広
げ
て
い
き
た
い
。

川潟 芽以さ
ん

（北見市労連）

　

労
働
組
合
の
基
礎
的
な
と
こ

ろ
を
知
れ
て
良
か
っ
た
。
賃
金

制
度
な
ど
は
知
っ
て
い
る
よ
う

で
知
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

自
分
の
自
治
体
の
賃
金
制
度

も
し
っ
か
り
確
認
し
た
い
。
後

期
講
座
で
は
、
よ
り
理
解
を
深

め
な
が
ら
今
後
の
運
動
に
活
か

せ
る
よ
う
に
意
識
し
た
い
。石黒 翔葵さ

ん
（中標津町労連）

　

労
働
組
合
と
は
何
な
の
か
、

何
の
た
め
に
組
織
さ
れ
て
い
る

新岡 大貴さ
ん

（紋別市労連）

　

講
座
を
通
じ
て
自
治
労
に
つ

い
て
自
分
自
身
の
理
解
が
十
分

で
き
て
い
な
い
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
自
治
労
に
は
組
合
員

を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
が

あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

学
ん
だ
こ
と
を
単
組
や
職
場

医
療
保
障
の
考
え
方
、
公
的
保

障
制
度
を
踏
ま
え
た
必
要
補
償

を
解
説
し
た
。

　

地
本
企
画
の
「
憲
法
学
習

会
」
で
は
、
前
衆
議
院
議
員
・

川
原
田
英
世
さ
ん
を
講
師
に
、

日
本
国
憲
法
の
基
本
的
な
考
え

方
や
、
平
和
主
義
・
基
本
的
人

権
・
国
民
主
権
と
い
っ
た
憲
法

の
柱
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
。

近
年
の
改
憲
議
論
や
政
治
情
勢

に
も
触
れ
、「
平
和
の
上
に
労
働

運
動
や
暮
ら
し
が
成
り
立
っ
て

い
る
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
憲

法
を
学
ぶ
意
義
な
ど
を
共
有
し

た
。

　

５
月
16
～
17
日
、
紋
別
市
と

帯
広
市
の
２
会
場
で
開
か
れ
、

35
人
が
参
加
し
た
。

　

講
座
で
は
、
初
任
給
や
昇
給

制
度
、
人
事
院
勧
告
の
仕
組
み

な
ど
、
公
務
員
賃
金
制
度
の
基

礎
に
つ
い
て
学
習
す
る
と
と
も

に
、
職
場
実
態
を
踏
ま
え
た
交

渉
や
組
合
活
動
の
重
要
性
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
た
。
ま
た
、

共
済
学
習
で
は
、
死
亡
保
障
や

講座・グループワークを通し、学習・交流を深めた＝５月16日、
紋別市（左）、帯広市（右）

ワイン城の地下熟成室で、ワインづくりに
ついて語る一戸さん

ワ
イ
ン
城
限
定
商
品
と
営
業
課
の

遠
藤
翔
吾
さ
ん
。
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
！

講師を務めた前衆議院
議員・川原田さん

自
治
労
運
動
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
道
東・前
期

労
働
組
合
の
意
義
を
確
認
し

組
織
強
化
を
め
ざ
す

参
加
者
の
声

の
販
売
や
「
ロ
ゼ
ロ
ッ
ク
」
と

い
う
地
元
独
自
の
飲
み
方
の
普

及
な
ど
、
地
域
に
根
差
し
た
取

り
組
み
に
も
力
を
入
れ
る
。「
池

田
町
に
住
む
人
が
自
然
に
誇
れ

る
存
在
に
な
っ
て
い
る
の
は
町

営
だ
か
ら
こ
そ
」
と
語
っ
た
。

　

気
候
変
動
や
ワ
イ
ン
市
場
の

変
化
な
ど
課
題
も
あ
る
一
方

で
、「
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
特
産

品
と
し
て
多
く
の
人
に
十
勝
ワ

イ
ン
を
知
っ
て
ほ
し
い
」「
ワ
イ

ン
城
に
は
こ
こ
で
し
か
買
え
な

い
限
定
商
品
も
あ
る
の
で
、
ぜ

ひ
池
田
町
に
足
を
運
ん
で
ほ
し

い
」
と
話
す
一
戸
さ
ん
。

　

地
域
と
と
も
に
歩
み
な
が

ら
、
ブ
ド
ウ
づ
く
り
か
ら
販
売

ま
で
を
担
う
ブ
ド
ウ
・
ブ
ド
ウ

酒
研
究
所
の
仕
事
に
は
、
自
治

体
職
場
な
ら
で
は
の
魅
力
が
詰

ま
っ
て
い
た
。

は
、「
民
間
で
は
難
し
い
長
い
時

間
を
か
け
た
研
究
開
発
が
で
き

る
こ
と
」
と
語
る
。
こ
れ
ま
で

に
２
万
１
千
回
以
上
の
品
種
交

配
を
行
い
、
気
候
変
動
に
も
対

応
で
き
る
ブ
ド
ウ
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
。

　

営
業
課
の
仕
事
は
、
販
売
店

へ
の
営
業
や
催
事
対
応
な
ど
幅

広
い
。
一
戸
さ
ん
は
「
ス
ー
パ

ー
で
ワ
イ
ン
売
り
場
に
行
く

と
、
つ
い
奥
に
あ
る
自
社
商
品

を
手
前
に
出
し
た
り
、
ワ
イ
ン

が
曲
が
っ
て
い
る
と
直
し
た
り

し
て
し
ま
う
」
と
笑
う
。
ま
た
、

「
商
品
が
店
頭
に
並
び
『
お
い

し
か
っ
た
』
と
言
っ
て
も
ら
え

る
の
が
や
り
が
い
。
役
場
の
仕

事
の
中
で
も
、
こ
の
達
成
感
は

な
か
な
か
味
わ
え
な
い
」
と
語

っ
た
。

　

さ
ら
に
、
町
民
限
定
ワ
イ
ン

１
９
５
０
年
代
前
半
の
十
勝
沖

地
震
や
冷
害
な
ど
に
よ
る
財
政

危
機
だ
っ
た
。
農
家
の
収
入
安

定
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
寒
さ
に

強
い
山
ブ
ド
ウ
に
着
目
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
。
１
９
６
３
年

に
ワ
イ
ン
醸
造
試
験
免
許
を
取

得
。
翌
年
に
は
国
際
ワ
イ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
で
銅
賞
を
受
賞
し
、

本
格
的
な
ワ
イ
ン
づ
く
り
が
始

ま
っ
た
。

　

現
在
は
約
35
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

自
社
圃ほ

場
と
契
約
農
家
の
畑
で

ブ
ド
ウ
を
栽
培
。
北
海
道
の
厳

し
い
寒
さ
に
対
応
す
る
た
め
、

独
自
の
品
種
改
良
も
続
け
て
き

た
。「
清
見
」「
清
舞
」「
山
幸
」
と

い
っ
た
独
自
品
種
に
加
え
、
近

年
は
「
銀
河
」「
未
来
」
と
い
う

新
品
種
も
誕
生
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
治
体
経
営
な
ら
で

は
の
強
み
に
つ
い
て
一
戸
さ
ん

や
職
場
の
魅
力
を
聞
い
た
。

　

ブ
ド
ウ
・
ブ
ド
ウ
酒
研
究
所

は
、
自
治
体
が
運
営
す
る
全
国

で
も
珍
し
い
ワ
イ
ナ
リ
ー
。
営

業
・
醸
造
・
栽
培
の
３
部
門
に

分
か
れ
、
正
規
職
員
14
人
、
会

計
年
度
任
用
職
員
34
人
で
、
ブ

ド
ウ
栽
培
か
ら
醸
造
・
販
売
ま

で
を
担
う
。

　

十
勝
ワ
イ
ン
の
始
ま
り
は
、

ブ
ド
ウ
づ
く
り
か
ら
販
売
ま
で

十
勝
ワ
イ
ン
を
支
え
る
職
場
の
魅
力

　

今
回
は
特
徴
の
あ
る
自
治
体

職
場
と
し
て
、
池
田
町
役
場
ブ

ド
ウ
・
ブ
ド
ウ
酒
研
究
所
営
業

課
の
一
戸
竜
也
さ
ん
に
、
仕
事

　

ま
た
、
憲
法
が
地
方
自
治
や

公
務
労
働
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
と

も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

説
明
さ
れ
、
憲
法
を
〝
身
近
な

問
題
〟
と
し
て
考
え
る
重
要
性

を
確
認
し
た
。

３党合同内閣部会にて３党合同内閣部会にて
５月12日５月12日
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ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
あ
の
職
場
②


